
項目 概要

加害者更生プログラムを実施する上での
リスクアセスメントの必要性

採用しているリスクアセスメントの種類、実施時期、
実施対象（被害者／加害者）　等

機関連携について 多機関連携の根拠法令や協定、連携機関名、連携内容、
連携方法、地域との連携　等

被害者の安全確保について 安全確保体制、連携機関、被害者との連絡方法　等

スタッフが守るべき倫理やスタッフの資質 職務倫理規定、必要資格、職員の採用方法（身元調査の有無等）　等

実施団体の体制 所管官庁、根拠法、財源、人員数、機密情報の取扱い規定、
実施場所の立地　等

スーパービジョン 所管官庁、監督方法（検査・監査等）、基準未対応時のペナルティ、
スタッフの研修（内容や頻度）　等

パートナーとの接触 子供を含む被害者へのコンタクト方法、頻度　等

効果の測り方 加害者のプログラム受講効果の検証、
プログラム自体の効果検証の内容と方法　等

実施方法 インテーク、プログラム実施体制（ファシリテーター等）、
参加者との契約方法　等

必要期間 最低セッション数、時間　等

特別な事情への対応 多言語対応、移民対応、LGBTQ対応　等

プログラム受講後の加害者・被害者の
フォローアップ 必要性の有無、方法、回数　等
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